
りんご組が毎日泥遊びをしているところに大きな水たまりを発見！ 

この日はりんご組はおらず、貸し切り Day！！ 

「2つの水たまりを繋げてみる？」S君一人の発信から始まり 

黄色い帽子を見つけると安心して一人、また一人と遊びに参加… 

平行遊びから同じことをやっている仲間の存在を横目、背中で感じ

とり、気づけば男の子 5人で「川をゴールまで繋げよう！」 

と同じ目的を持って遊び始めました。 

次の日 
 

地面が渇き、「前日の川がない！」と S 君      

1 人始めると声を掛けなくともまたあの５人 

が自然と集まり再び川を作っていました！！ 

  

 

前日にそれぞれが「たのしかった！」と 

感じたからこそ再び始まった遊び…。 

 

1人がやっている遊びにみんなが刺激を受ける…。 

1 人じゃ大変だけど力が合わったからこそ 

作り上げられた…。 

一緒にできてたのしかったな…。 

 

時間はかかるけど子どもの思いを形に…。 

の日 

R3.7.2 

地面を掘る人、水を運ぶ人、流す人、 

それぞれの役割が自然とでき始めました。 

 

下水道まで掘ったらゴールと K君が決め 

小競り合いを起こしながらも 

1時間半もかけて５人の力で 

１本の川が完成しました✨ 

ゴールまではこの道を掘ればいいかな？ 

掘り進めた川の全体の様子を見て 

道の下書きをし始めました！！ 

彼の中ではっきりとしたイメージが 

あるようです！ 

このたたずまい、現場監督のようですね！！ 
「ぼくは水を持ってくるよ！」と 

いつもは水道が混みあっているけど 

今日は２つも空いてる！！ 

たまには欲張っちゃおー！ 

形になったうれしさ 

もっとやりたい！という 

次への意欲に繋がっていた 

様子でした。 


